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　1990 年代初めの中国では、ワタ（綿）栽培にお
いて殺虫剤耐性を獲得したオオタバコガによる被
害が増加し、殺虫剤の大量使用によるコスト増や
環境汚染が問題となった。これに対し中国政府は
1997 年、米国で開発された殺虫遺伝子組換えワタ
（Bt ワタ）の商業栽培を認めた。2011 年までに Bt
ワタの耕作地は中国国内で 2.4×106 ha に広がり、
特に中国北部のワタ栽培面積の 95% 以上を占める
ようになっている。
　ワタ栽培で一般的に用いられる殺虫剤は、害虫
を捕食する益虫やミツバチなども殺してしまう。
Bt 蛋白質はチョウ目昆虫に作用する殺虫蛋白質で
あり、Bt ワタを食べたオオタバコガは、消化機能
が阻害されて選択的に防除される。Bt ワタを栽培
すれば殺虫剤の使用量を減らすことができるため、
ワタの栽培環境とは異なる農業生態系が形成され
ている可能性が考えられるが、Bt ワタ畑が周囲の
農業や景観に及ぼす長期の影響は明らかにされて
いなかった。
　中国農業科学院を中心とする研究グループは、
1990 年から 2010 年にかけて中国北部 6 省の 36 カ所
で、殺虫剤の年間散布量と益虫および害虫の生息
密度がどのように変化したかについて調査した1）。
調査対象として、益虫にはテントウムシ・クサカ
ゲロウ・クモの 3 種を、害虫には中国で一般的に
認められるアブラムシを選んだ。
　殺虫剤の年間散布回数は、1990 年代初めの平均
13 回を最高に、2010 年には平均 3 回まで減少した。
その間に益虫は増加し、例えばテントウムシは、
1990 年代初めに作物 100 株あたり約 2 匹であった
ものが、2010 年には約 8 匹になった。
　一方、アブラムシの数は 24 カ所で調査され、Bt
ワタ導入以前の期間（1990～1996 年）、Bt ワタの
栽培面積が 90% 未満の期間（1997～2003 年）およ
び 90% 以上の期間（2004 ～ 2010 年）で比較された。
その結果、Bt ワタの栽培面積の広がりや益虫の増
加とともに、アブラムシの数が減少していること
が定量的に明らかとなった。同様に、Bt ワタ畑周
辺のダイズ・ラッカセイ・トウモロコシの畑でも
農業生態系が良好になる傾向が認められた。
　遺伝子組換え作物の商業栽培の持続性評価は、
作物の種類ごとに長い年月をかけて広範囲の調査
が必要である。今回の研究により、Bt ワタの栽培
環境では益虫による防除効果が長期間安定して高
まることが初めて示され、Bt ワタ栽培の農業環境
評価について新たな知見が加わった。
　今後は、Bt ワタがほぼすべてを占めるようになっ
た環境で、Bt ワタのみを繰り返し栽培することに
より Bt 耐性害虫が出現する危険性がないかどう
か、さらに調査を継続する必要がある。米国学術
研究会議は、2010 年に、米国の遺伝子組換え作物
の使用実績と現状について環境・経済・社会の視
点から評価した報告書をまとめている2、3）。中国で
も、Bt ワタ栽培の農業生態系のみに留まらず、遺
伝子組換え作物の商業栽培全般について包括的な
評価が望まれる。
　中国では、土壌微生物由来の殺虫蛋白質を作る遺伝子組換えワタ（Btワタ）の耕作地が広がっている。
Btワタの栽培では殺虫剤の使用量を減らすことができるため、ワタの栽培環境とは異なる農業生態系の
形成が考えられるが、Btワタ畑が周囲の農業や景観に及ぼす長期の影響は明らかにされていなかった。
中国農業科学院を中心とする研究グループは、20年におよぶ調査により、Btワタの栽培環境では益虫に
よる防除効果が長期間安定して高まるという結果を明らかにした。これにより、Btワタの商業栽培の持
続性評価において農業環境に関する新たな知見が加わった。今後は、Btワタのみを繰り返し栽培するこ
とにより Bt耐性害虫が出現する危険性がないかどうか、さらに調査を継続する必要がある。また、中国
で進む遺伝子組換え作物の商業栽培全般について、環境・経済・社会の視点から包括的評価が望まれる。
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